
蔬菜園芸学
３年目前期 金曜２限目（10:30-12:00） S11講義室

担当：園芸学研究室 実山 豊

＃ 授業内容

1 4/17 ガイダンス
野菜関連の基本事項、アンケート ９ 6/19 施設利用型野菜の各論

2 4/24 野菜の形態と利用部位 10 6/26 品種利用型野菜の各論

3 5/1 野菜の繁殖 11 7/3 野菜の比較栽培論

4 5/8 植物としての野菜の特性① 12 7/10 札幌中央卸売市場見学（早朝のみ）

5 5/15 植物としての野菜の特性② 13 7/17 野菜の鮮度保持・流通技術

6 5/22 野菜の栄養成分・機能性 14 7/24 北海道を主体とした野菜営農の実際

7 5/29 野菜の栽培の基本① 15 7/31 シミュレーション／グループワーク

8 6/12 野菜の栽培の基本② 8/7 期末試験

http://www.agr.hokudai.ac.jp/engei/Jitsuyama/Welcome.html

「園芸」とは
□ 蔬菜・果樹・花卉・庭樹などの栽培。またはその技術。

□ 旧字で「園藝」と書く。「藝」は「植える」意。
本来「植物を園に植える」意を有する。
ここで「園」とは、囲いのある圃場のこと。栽培中に
保護しながら育てることができる施設・場所を指す。

□ 農業の一分野であり、施設を使った生産時期調整
や鮮度の高さの維持、高品質・高機能といった要素
がその生産物に求められ、おしなべて集約的に生産
される農業体系。

□ 産業としての「生産園芸（蔬菜（野菜）・果樹）」は、
文化としての「鑑賞園芸（花卉）」と区別される。

□ 主食や主菜ではなく副菜を生産対象としした農業。



「園芸学」とは
□ 農業における園芸のための技術向上と、
自然現象の理解、文化・芸術的見地から植物を利用した
研究や開発を目的とした学問。

□ 花及び観賞植物・野菜・果樹・庭園を中心に
さまざまな植物を扱い、植物学、生物学、自然科学などと
深く関連する複合的な知識を要する。

□ 園芸学を科学的に研究する学者を「園芸学者」と呼び、
園芸そのものを営みとする者を「園芸家」と呼ぶ。

で、その「根源」的なところで、作物学・植物生理学・植物学と異なるところは。。。

学問の行き着く最終的な結果が、
その生産物を人が日常的に摂取する状況を通し、

心身および身体的向上・治癒・維持が効果的に成され得ること

と、現時点で思っています。。

園芸学研究の材料的範囲の実際

園芸学教室 創立100周年記念誌より抜粋



園芸学研究の事象的範囲の実際

園芸学教室 創立100周年記念誌より抜粋

「蔬菜」と「野菜」
蔬菜：食用の目的（副菜）で栽培される草本植物
vs
野菜：上記に野草を含む草本植物

□ 「蔬」は「耕す」の意。菜っ葉を耕地で育てるイメージ
□ 「野菜」は、野で勝手に育ってる草本・菌類も含み、

これらの入手法は従来「採取」が主だが、徐々に人為的に
栽培できるようになった。

ゆえに「蔬菜」と「野菜」の区別は、現在ほぼない

でも「蔬」が常用漢字か除かれ、「野菜」が多く用いられる

でもこの授業は代々「蔬菜園芸学」。。。
山菜やキノコを特に扱っていないからかも

この授業でも割と「野菜」と称します



園芸作物とは

地球上の植物・・・約30万～50万種（未確認を含む）
資源植物・・・数万種
栽培植物（作物）・・・数千～1万種

資源植物
野生有用植物

栽培植物（作物）

農作物
食用作物
工業原料作物（工芸作物）
飼料作物および緑肥作物

果樹

花卉（鑑賞植物）

170>>

園芸作物 野菜 850

2900

野菜とは

園芸作物
果樹
野菜
花卉（鑑賞植物）

850

2900

葉菜類 27%

茎菜類 12%

穀物類 1%

果菜類 28%

花菜類 6%

根菜類 10%

菌茸類 17%

*2015.6.26 access
https://ja.wikipedia.org/wiki/野菜の一覧

「種数」でのパーセンテージ



果菜類 ウリ科、ナス科、マメ科野菜
かさいるい

ナス

トマト エダマメ

オクラカボチャ

ハクサイ キャベツ

タマネギ

ミョウガタケネギ

葉菜類
葉身

鱗葉・鱗茎

葉鞘

食用ユリ ニンニク



根茎

塊茎

球茎茎菜類

ワサビ

レンコン

サトイモ

キクイモ ジャガイモ

ショウガ

アスパラガス

穀物類花菜類
かさいるい

ブロッコリー

食用菊

（花）ミョウガ スイートコーン



根菜類

直根類

ゴボウ テーブルビート ルタバガ（スウェーデンカブ）

塊根類

サツマイモ

ヤーコン

ニンジン カブ ダイコン

野菜の類別生産量

野菜

葉菜類 27% → 40%（茎菜類と合わせて）

茎菜類 12%

穀物類 1% → 2%

果菜類 28% → 22%

花菜類 6% → 1%

根菜類 10% → 38%

菌茸類 17% → 3%

「種数」での
パーセンテージ

「国内生産量」での
パーセンテージ（2014年データ）

平成26年の野菜生産出荷統計（農林水産省）
平成26年の主要な特用林産物の生産動向(林野庁)



園芸作物品目別の世界生産量

http://www.fao.org/faostat/en/#data/QC

Potatoes         376,826,967
Sweet potatoes         105,190,501

https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigai/0905/kaigai1.html

国別の園芸作物の生産量について

�����������
�
��� 324.7 kg/�
	
� 94.0 kg/�

����� (1998-2017)
��� 200-550���/�
	
� 0.4-1���/�



国別・品目別の園芸作物の生産割合について

http://www.yasainavi.com/graph/worlddata/ （2016年データ）

ジャガイモトマト

キャベツ
タマネギ

サツマイモ

輸入生野菜の最近の動向について

ランク 品目 2016年輸入量（万t） 主な輸出国
1 タマネギ 28 中国、インド、アメリカ
2 かぼちゃ 12 ニュージーランド、メキ

シコ、韓国
3 ニンジン、カブ 9 台湾、ニュージーランド
4 ねぎ 6 中国
5 ごぼう 5 中国、台湾



園芸作物品目別の国内生産量

https://www.yasainavi.com/graph/sh=2

都道府県別の野菜の国内生産量について（2015）
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都道府県別の野菜の国内生産量について（2016年データ）
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国内野菜生産の動向の概要
所得向上の傾向

2016���� ������������� ���2015��

������ 564 8.5%↑
������ 1209 7.1%↑

2016���� ��������� ���2015��

������ 350 4.9%↑
������ 712 1.0%↑

2016���� ��
	���� ���2015��

������ 214 15.0%↑
������ 497 17.2%↑



国内野菜生産の作業内容の概要
露地では時短・効率化が進んだ印象

2016年データ 作付け延べ面積／経営体 前年（2015年）比較
露地野菜生産 97 a 1.4 a↑
施設野菜生産 43 a 0.33 a↑

2016年データ 作業労働時間（時間） 前年（2015年）比
露地野菜生産 3075 67時間↓
施設野菜生産 5312 37時間↑

国内野菜生産の動向の概要
所得向上の傾向

2016年データ 農業粗収益／経営体（万円） 前年（2015年）比
露地野菜生産 564 8.5%↑
施設野菜生産 1209 7.1%↑

2016年データ 農業経営費（万円） 前年（2015年）比
露地野菜生産 350 4.9%↑
施設野菜生産 712 1.0%↑

2016年データ 農業所得（万円） 前年（2015年）比
露地野菜生産 214 15.0%↑
施設野菜生産 497 17.2%↑

���� 609 8.1%↑

���� 362 1.9%↑

���� 247 18.7%↑

���� 1545 3.1%↑

���� 1111 4.1%↑

���� 434 27.6%↑


